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クロード･モネ
《国会議事堂･陽光の効果》

1903年

モネ(1840･1926)

は1870年､普仏戦争の徴兵から逃れるためロンドンに渡りましたが､その∽年後再びその地に渡り､移り変わる光の効果や建物や橋にかかる霧をとらえた100点近くの作品を制作しました｡この作品もそのとき制作されたもので､霧の中にかすむ国会議事堂､画面右上からさしこむ陽光､そしてそれを受けて光り輝くテムズ河の三者が､見事な美しい対比を見せながら描かれています｡
モネをはじめとする印象

派の画家達は､物には固有の色というものは存在せず､物の色は太陽の光の加減によって絶えず変化していくということを発見しました｡そして彼らは､刻一刻と移りゆく自然の姿をあるがままに描き出すため､それまでの常識を破り戸外での制作を実践Ltまたある視覚的技法を開発したのでした｡

その技法を体験するため

には､展示室で作品の前に立った際､絵と自分との距離を様々に変えてみてくだ
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さい｡近くで見たときは様々な色彩が荒いタッチでランダムに塗られているようにしか見えなかった部分が､離れてみると､目の中で混ざり合って具体的な像を結ぶようになります｡これは｢色彩分割｣あるいは｢筆触混合｣とよばれる技法で､色の混合をカンヴァス上ではなく､人の目の網膜上で行うため､対象を明るさを失うことなく描き出すことが可能とな

ります｡この作品では'水面の部分にそうした技法による効果が顕著に現れています｡

印象派の画家たちが成し
得た見事な｢光の表現｣｡その秘密は彼らが独自に編み出した魔法のような技法にあるのです｡
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メアリ･カサツト
《赤い服の女性と子供》

1901年頃

カサット(1844-

1926)は､パリで開催された印象派のグループ展に参加した唯一のアメリカ人画家で､いわばフランスからアメリカへの印象派の橋渡しをした存在です｡彼女は特にドガとの交流が深く､グループ展に参加していた頃の作品は､大胆な構図と明快な色彩の点でドガとの近親性を感じさせます｡しかしながら､彼女は女性であるが故にドガ達が描いた様な場所に立ち入れない事もあり､その作品にはいわゆる｢モダンな｣パリの都市風景はあまり登場しません｡そのかわり､他の印象派画家の作品にはあまり見られない家庭的な雰囲気に満ち

た光景が数多く描かれました｡

本作では､赤ん坊を抱え

る母親の姿が描かれていますが､見る者の注目を集めるのは､後ろを向いた母親ではなく､機敏そうな目としっかりとした姿勢で描かれた赤ん坊の方です｡凄とした赤ん坊に対して､母親の存在は鏡におぼろげに映ったその表情から感じられるようにどこか寂しげです｡微笑ましい母子像としてとらえることも可能ですが､母親の子育てに対する疲労や倦怠､さらには育児を第一とする当時の女性が置かれていた不自由な境遇が表現されているようにも思えてきます｡皆さんはどのように感じられますか-

【石床亜希･牧野裕二】
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アーティスト

小沢別に話を聞く

以前毒監賞に佃い､その真

面目なふざけぶりにcivi一同

大きな衝撃を受けた坂出の
讃岐醤油画資料館(注1)0
そこに作者の小沢剛さんが
来るというので､作品の成り
立ちや作者自身に興味津々
だったciviメンバーは突撃イン

タビューを敢行しました｡

｢日本の美術史を読み解く
作業を､画材をうまく使ってで
きないかと思ってたんだけど､

醤油を使ったら解決できたん
ですね｡隠し味かなんか知ら

ないけど(笑)｡醤油の味覚
は自身のアイデンティティとし

て身に染みついたものですか

らね｣｡

｢一般的に画家と呼ばれる

人たちは油絵や岩絵具とかを

何の疑問もなしに使ってるけど､

それらは生活の中で何のリア
リティーもないものじゃないで

すか｡で､何の必然性もない
のにどうして､この人は油絵

具を使うのかなって疑問なわ
けですよ｡画材屋で売ってる
から?過去の巨匠が使ってる
から?アーティストだったらそう

いったとこに問題意識もって､

画材のところから取り組むべ
きじゃないかと僕は思ってるん

ですよ｡そういうことがあって

醤油に行き着いたんです｣ 0

画材の時点からまずスター
トする､といった小沢さんの作

品制作への取り組みからは､

その一見軽い(!)作風とは裏

ギャラリートーク活動
｢~~~ I

私たちにとって初めての写

真展でのギャラリートーク(以

下GT)となった｢ロバート･キ

ャパ賞展｣ 0

最初は展示されるのが全
て今世紀の出来事に取材し
た報道写真ということで､重

苦しい雰囲気のGTになりそ

うで不安でした｡しかし､展示

室に並べられた写真を実際
に見てみると､どれもみな人間

の一瞬のドラマを見事にとら
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腹に､芸術に対する愚直なま
での誠実な態度が窺い知れ
ました｡また権威的なものへ
の批判が話の随所に感じら
れましたが､そうした反骨精神

をノスタルジックな叙情性と

合体させているところに､小
沢作品の魅力の秘密がある
ような気がしました｡今後の

活動について聞いたところ､ ｢作

品のアイデアは企業秘密で
言えないけど､ 10個くらいはあ

る｣とのこと｡これからの展開

が大いに期待されます｡
[牧野裕二]

(注1): ｢醤油画｣という絵画ジャ
ンルが実は日本に存在していた
という架空の事実に基づき､醤
油で模写された古代から現代ま
での日本の｢名画｣が展示され
ている施設｡ civiメンバーの何人

かは訪れた際､パロディであると

いうことを聞かされた後も､キツネ

につままれたように半信半疑で
あったという｡

(注2) :讃岐醤油画賛料館を含
む小沢さんの芸術活動のこれま
での歩みをつづった｢小沢剛世

罪(ワールド)の歩き方｣が1月に

出版されました｡お問合せはオン･
サンデーズ(03-3470-1424)までo

えた､芸術的にも質の高いも
のばがノ｡すっがノ感銘を受

けた私は､意外とスムースに

GTをすることができました｡

その次の｢イギリス･フラン
ス近代名画展｣は､18世紀か

ら20世紀にかけての英仏に
おける様々な美術の流れを一

望できる､見ごたえのある展

覧会でした｡ここでの一番の

収穫は､一方通行でなく､お

客様と対話形式でGTができ
たことです｡会話をするなかで

私が知らなかったこと､気づか

なかったことを随分と発見さ
せられ､大変貴重な体験をす

ることができました｡

今後もぜひ､お客様と楽し
く充実した時間を共有できる
ようなGTを続けていきたいと

思います｡　　[石床亜希]
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鑑賞旅行､岡山へ

山本正｢いろいろな色と色｣ (後方)とサインペン及び世)-ピーンズ揃方)

晴天の朝､海を渡り､岡山

県立美術館で｢見ることの再

発見-もっと美術を楽しむた
めに一展｣のギャラリートーク

に参加しました｡会場に足を

踏み入れると､100本の色鉛

筆と数個のマニキュアが並
べられていたりなど-と､どう

も見慣れた展覧会とは趣の
追う様子｡会場内をしばらく

進み､絵の前にカラフルな
200本のサインペンと大量の

ゼリービーンズが置かれた展

示の前に来たところで柳沢
学芸員がトークを開始｡話の

展開にワクワクしていたら｢さあ､

この色はペンとゼリーのどちら

に似てる?｣と逆に質問を向

けられドキドキ｡別の部屋では

これまた喬妙な位置に絵が

掛けてあったり､絵の前に畳
が敷いてあったり･-｡ただ絵

鑑賞旅行､高知へ
秋には高知県立美術館

の｢ラファエル前派展｣へ｡

おりしも我が高松市美術館で
は｢イギリス･フランス近代名

画展｣の会期中で､ラファエ
ル前派については学んだば

かり｡しかも高松市美では数

点しかなかったラファエル前

派の作品が100点近くもずら
りと並び､奥野克仁学芸員の

解説のおかげで､にわか仕込
みの知識の骨組みに少し肉

付けができたような気がしまし

た｡すでに｢イギリス･フランス

近代名画展｣のトークを終え
た者は｢あー､こちらを先に見

ていればHと悔しがり､まだの

者は｢トークの前に見られて
点かったりと喜ぶ､私たちに
とって明暗分かれた展覧会で

した｡

頚廃的で妖しい魅力に満
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を見るだけでなく､ ｢みる｣とい

う行為自体を考えるという､私

たちには｢眼からうろこ｣の展

覧会でした｡展示を見たあと､

ボランティアに関する講義も

受け､作品の解説を目的とす
るのではなく､お客さんが｢自

分の目で作品を見､考え､楽
しむ｣ことができるためのお手

伝いをすることが大事である､

と教えていただきました｡

[池田幸子]

主な活動
､

8･19 ｢見ることの再発見-もっと美

術を楽しむために一展｣ (岡山

県立美術館)の毒監賞･岡山県
立美術館の美術館ボランティ
アについて//ギャラリートーク

およびレクチャー:柳沢秀行(岡

山県立美術館学芸員)
8･25　讃岐醤油画資料館にて作者･

小沢剛に話を聞く
9･22-10･22 ｢20世紀と人間　ロバート･キ

ャパ賞展｣ギャラリートーク

10･1しびの-と(高松市美術館ボ

ランティア通信)創刊号発行
11･2-12･3 ｢英国アバディーン美術館所

蔵　イギリス･フランス近代名

画展｣ギャラリートーク
11･8 ｢19世紀英国ヴィクトリア朝美

術の精華　ラファエル前派展｣

(高知県立美術館)の鑑賞
ギャラリートーク:奥野克仁(高

知県立美術館学芸員)､ ｢牧
野宮太郎植物画展｣ (高知県
立牧野植物園)の鑑賞

12･9､12 ｢東京芸大美術館名品展｣ (香

川県文化会館)の鑑昔/ギャ
ラリートーク:ボランティアwith

のみなさん

l

1･12-2･12 ｢マティスとモデルたち展｣ギャ

ラリートーク

3･9-3･25 ｢高松市美術館コレクション展｣

ギャラリートーク
[山上紹代]

ちたせ糸己末美術に触れたあと
は､ガラリと気分を変えて一昨

年新しく生まれ変わった牧野
植物園へ｡牧野博士が分類
するまで日本に植物学という
ものはなく､ケヤキやワサビや
ユキワリソウなど私たちがよく

知っている多くの植物に牧野

博士が命名するまでは名前
がなかったのだと知り､何事
にも最初があるのだと改めて

気づかされました｡

最後に牧野博士の言葉を
ひとつ｡ ｢沈む木の葉も流れ

の具合､浮かぶその瀬も無い

じゃない｣ ｡功績を認められな

がらも経済的には大変苦労し

た博士が75歳で朝日文化賞

を受賞したときに詠んだ一旬

です｡　　　　　[池田幸子]
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1962年徳島市に生まれた平田さんは大阪大学文学部美学科を卒業され'1985年滋賀県立近代美術館の学芸員となって以来､美術館教育に熱心にとり組んでこられました｡美術入門編的な展覧会の企画や各種ワークシrrTツプの実施､児童美術等､様々な活動を通して芸術の可能性を模索しておられます｡1999年2月6日に開催されたボランティア養成講座では'講師である平田さんに｢誰でもできる･どこでもできる･指導者がいなくてもできる｣(滋賀方式)によるアートゲームを軸に､楽しい講義を展開していただき､美術との関わりかた'ボランティア活動の意義についてやさしく教えていただきました｡
｢陶芸家は十をこねているだけ

で幸せな気分になるそうですo土という素材に触れるだけで癒される｡子供の泥んこ遊びがそうですが'モノと托ハ剣に格闘することで心のモヤモヤが発散できる､これは芸術においても重要な部分を占めていて'実際'戦後関西で泊縦したグループ･具体美術協会の様にそういう風に作られた作umも多く'人間の体と結びついて
創作するのが美術のうの基本です｡ところが大人はなかなかその一線を超えることができない｡そこでもっと気相に誰でも参加できる新しいことをやってみようと考え

出したのが滋i;ハ方式のワークショ
ップですo今日はその伝授にやってきました｣-温悼な人柄が額に出た平田さんの話は終始笑いに包まれ'大変わかりやすく興味深い内容でしたQ美術教育に深く関わられてきた平田さんですが'

平田さんとともにアートゲームを楽しむ

｢まず先生と生徒という関係を
無くしたい｡伝えるべき内容だけが.人歩きしてしまう知識重視の教育はやめよう｣と考えてワークショップを始められたそうです｡｢口本ではつい本物を見ることにこだわりますが､大勢の人の肩越しにチラッと見た《モナリザ》やパンダよりも'たとえ禎製や写真でも穴の空くほどじっと観察するこ

とによって新しい世界が開けることもある｡美術それ自体を学ぶことも大切ですが､美術を媒介に和気あいあいとコミュニケーションを図り'いろんな人やいろんな角度からの見方へ考え方を知ることも大変大きな意義があるoそうすることで美術作品を見るテクニックが身に付けられる｣ということでした｡ア1-ゲームはアメリカでは頻繁に行なわれていますが､日本ではまだあまり普及していないそうです｡

平田さんからはいろんなゲーム

を教わり'私たちも実際にやってみましたが'まるで冷たく硬く固まってしまったアタマがしだいにほぐされ'熱くなっていくような経験でした｡
ここで､教わったゲームのなかか

ら｢マッチングゲーム｣を紹介します｡簡単な準備でできますので､ぜひ皆さんも試してみてください｡
[マッチング(絵合せゲーム)]

準備するもの‥様々な美術作口mの写貝(総菜占などo多いほど良いoサイズは揃っているガが良い)やり方‥1人5枚位ずつ'人に見せないようにカードを配り'残りのカードは袈向けに伏せる｡上のT枚を表向けにして呉中に帯き'最初の人は自分の手持ちのカードの中からその絵との共通点を妃つけたカードを1枚HーLt共通

点について述べる｡例えば'｢どちらも若い女性がモデル｣｢どちらもうしろに木がある｣｢同じ国(時代)の作家の作品｣-などなど｡できるだけ面白い共通点を見つけt
T度出た答えは使えないoしかし

どんなこじつけでも他のメンバーが認めればoK｡次の人は前の人が出したカードとの共通点を見つける｡どうしても見つからない均合はバスし､カードが残った人が負け｡

civiが三悪†見た! -2《なま玉子J》1978年/アクリル･麻布162×130cm　高松市美術館蔵

写真-それとも絵画門でも､近づくと､筆で丁寧

に描かれた絵画であることが分かり､驚かされます｡あらゆる物を写真のように克明に描き出し､鏡と空気以外は何でも描く事ができる､

と語るスーパー･リアリズムの第一人者､上田薫さんの作品です｡

割られた玉子の殻の中か

ら､黄身と白身がトロリと流れ落ちて行く瞬間が､何百倍にも拡大されて描かれています｡作者は､一つの作品の為に､実際に200個もの玉子を割り､その一瞬の姿をカメラに納め､それを基に描いていったと言います｡じゃ､｢どうして写真のままではいけないの-｣と､再び疑問符が頭に浮かんできた私達は､大胆にも写真撮影を試みる事にしました｡モデル(-)の玉子にライトを当て､カメラを構え準備万端､しかし､玉子は､想像以上のスピードで落下して行きます｡技術の未熟な私達は困難を極め､結局きちんと写っていたのはここに掲載した一枚のみでした｡

両者を見比べてみると､

作者の手によって描かれた

このゲームは実際やってみたの

ですが'まずやっていて押屈抜きにとても発しい｡さらに'美術作umの多様な見方について学ぶこと
ができるというオマケもついていて'とてもスグレものであるように感じましたo他にもまだまだたくさんの面目いゲームを教わりましたo興味のある方はtEI料を提供いたしますのでt c･I v･-までお問い合わせください｡[池田幸子]

千
杏跡の一枚†

ものの方がより強い存在感があるのは明らかです｡

目の前にありながら

も見逃している､日常の中の非日常｡そうした神秘の世界を写真以上のリアリティをもって垣間見せてくれる

《なま玉子J》の魅力が改めて実感されました｡

[山上紹代]

※ 《なま玉子J》は､第1期常設展(4/4-6/10)にて展示されます｡
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高松市美術館主催ミュージアム･ライ

ブ舞踏舎天鶏スペシャル｢女中たち｣

抑制の効いた照明と音楽､そして鍛えら

れた肉体が紡ぐ物語

2000年9月26日､フランスの異才ジャン･

ジュネの戯曲から構想された作品｢女中たち｣

が､美術館で上演された｡普段は人々が行

き交う一階のエントランスホールが､舞台に

早変わりし､御影石の床と壁は思いも寄ら

ない異空間を作り出した｡

[苛コ

C-Y-といっしょに美

術館を探検しませんか｡今回はスロープです｡
スロープは美術館の-

階と中2階および2階とを結ぶ全長約50メートルの細長い通路で､ゆるやかな斜面になっています｡特別展が行なわれる2階展示室に行く際の通り道なので'毎日多くの人がここを往来しています｡

足を踏み入れると､幅の

それほど広くない通路が上に伸びていて､はじめは少し圧迫感を覚えます｡でもしばらく上っていくと､ある種神秘的ともいえる垂直的な空間が頭上に広がっていることに気づかされます｡賑やかな街かどから美術館に入り､かすかな光を放つはるか頭上の天井を仰ぎ見ながらこのス

三人の女たちの白塗りの顔がライトに浮

かび上がる｡ 1960年代､日本で生まれた｢舞

踏｣は肉体を表現媒体とする前衛芸術｡ポ

カンと開かれたままの彼女たちの｢口｣から

言葉は発せられない｡似ていると思った三

人の女たちは､どこか歌舞伎を連想する舞姫､

ふわふわと惚けた舞姫､全身白塗りで｢ケ

イレンダンス｣を一心に踊る舞姫へとそれぞ

れ変貌する｡自分なのか他人なのか､心の

外なのか内なのかといった混沌とした表現

の世界に引きずり込まれる｡反発したり融

合したかに見えた女たちは､やがて腹の底

から高らかに笑い合い､幕は閉じられた｡聞

こえるはずのない笑い声が､私の心の中で

しばらく響いていた｡　　　　【能瀬京子]

＼りklF,れざるエtf､)/ 1

編●集●後●貢己
よき読者はよきGi典者ならず?レールを引くのは大変,先陣(LTlJ判

り･スタソ7)の井労に感謝C各芙術飾柄物脚の骨棟ありがとう
ございました｡ (池lll)

誌r･_ギャラリートーク､いかがでしたかつ今年もどんな作llLl'1と川会い､

どんなGTができるのか瀬しみですo (LT'味)

新しいIltilへ歩みだし､これから美術釣や美術との関わりが､ち
っとLb‖′lく楽しいものになっていけたらと倣うo (鈴木)

(なま1.･'(･JJの.iLiLJtをJll_､11Lて: 1._‖氏には及びませんが､致1'

個のT.:_ (･を㈱つての掘影､オムレツと州こ､多くの発姐と長年の

疑rlIJが析決｡ (山l･.)

しんIIt紀､ぴじゅつの楽しさおIiさえするため､めこみそと体力フ
ルに使って､とり#Lんでいく所存です｡ (牧野)

発行:高松市美術館　〒760-0027香川県高松市紺屋町10-4
TELO87-823-1711　FAXO87-851-7250

jA:civi　　デザイン･イラスト:福井ひでみ

i:-

佐藤忠良くバレエの女)

ロープを登っていると'これから素晴らしい美術作品との出会いがある､という期待感がしだいに沸き起こってきます｡

スロープを歩いていると､
素敵な作品との出会いもあります｡来館者を出迎えるように踊り場の上に設置されているのは'佐藤忠良のブロンズ彫刻《バレエの女》です｡美術館の開館時に高松市美術館友の会から寄贈されたもので､少女が見せるなにげないポーズの中に､ごく普通の人間が持つ美しさや､暖か

279

な人間性が見事に表現されています｡またスロープを上り詰めたところに置かれているのは､土谷武の彫刻《歩く鉄》です｡無数の足が生えていて'それが傾斜のついた台座の上をシャカシャカと駆け上がっていくその姿は､スロープを上る来館者の姿にも見えてきて､笑いを誘います｡
スロープはただの通り道

ではありません｡そこで私たちは綿密に計算された空間の演出や､空間に溶け込むように設置された作品との出会いを体験し､私たちの心は日常から非日常の美的空間へとスム

-スに移行させられるのです｡スロープはまさに､｢別世界誘導装置｣とでもいうべき存在なのです｡

さて､美術館のこんなと

ころをもっと知りたいという方､ぜひC-v-までご連絡ください｡総力をあげて探検します｡
連絡先･760･0027高松市紺屋町10･4高松市美術館内C･-　V･-　　n 0 I e知っとった-美術館係

[鈴木典子･牧野裕二]

知つと7i,等鼻

土谷武鑑歩く鉄) (1972-80ー

■●　■■　●■　●　▼　■　●●●　●一■●　●　●■●●■●■　●　■●■■■　●■■●●　■　■■　■■■　一■　●　●一■■一　一　▲_■　一■■●　■■■　■　■■●●　■■■●●　●●■

美　術　館　の　今　後　の　予　定(4-10月)

●●●●●●●●●●●手書書手舌●● ●●●●●●●● ●●● ●● ●●●●

【特別展】
ニューヨ-ク･ブルックリン美術詑所蔵　印象派屑　フランス-アメリカ.一

モネ､ドガ､ルノワール､サージェント､カサットらのY,作88点により､フランスとアメリカにおける印象派の展開を細介｡

ポラロイドコレクション･アメリカ写喜の世糸己展

ポラロイド社コレクションから厳選された約120点の作1.1.を油し､インスタント写it毛の果たした役割を検証すると同

時に､201仕紀のアメリカの姿を浮き彫りにする｡

日本アニメの飛糊期を探る-アニメ･カルチャー展

｢白蛇伝｣ ､ ｢長靴をはいた猫｣から｢セーラームーン｣ ､ ｢エヴァンゲ.)オン｣まで､11本のアニメ40年の歴史を多数

の原LdlJ-1セル画･フィギュアなどで振りかえるo

池田満寿夫展　<

版画をはじめ油彩凋多刻･陶芸･文学など幅広いジャンルで才能を開花させた池n浦寿夫の才気あふれる活動
の軌跡を郁介｡

【ミュージアムライブ】

マイケル･パーロブ&安楽真理子　フルートとハープによる二重秦

や.越した技術を持つ~二人のアーティストによる準施なアンサンブルo

コンドルズ　高松市美術館スペシャル公演

ダンサー･近藤良平が､学ラン姿の男たちを引き連れ､ハイスピード､ハイテンションの抱腹絶倒･爆笑ステージを練

･･硝
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